
今治市しまなみの駅御島に係る指定管理者の予定者となる団体の選定について

担当課：産業部観光課

今治市しまなみの駅御島の指定管理者の予定者となる団体（以下「指定予定者」という。）

を次のとおり選定した。

１ 施設の概要

(1) 所在地 今治市大三島町宮浦3260番地

(2) 施設の設置目的 地元で産出され、又は採取される農水産物及びその農水産物に

付加価値を施した特産物の開発、展示及び販売を行うとともに、

観光の拠点として魅力あふれる地域の情報を提供することを目的

とする。

２ 募集の概要

(1) 応募受付期間 令和３年９月22日（水）～令和３年９月30日（木）

(2) 応募者（１団体）

３ 審査の概要と結果

(1) 審査の方式

今治市しまなみの駅御島指定管理者選定審議会において、応募者からの申請書類の

審査やプレゼンテーションを実施し、総合点数方式（あらかじめ定めた審査項目を評

価し、審査基準ごとに総合評価し採点する方式）により採点を行い、総合的に勘案し

て当該団体を指定予定者として選定した。

団 体 名 代表者役職氏名 住 所

株式会社大三島ものづくり
代表取締役

村上 恭雄
今治市大三島町宮浦3260番地



(2) 審査基準等

審査項目及び審査基準並びに配点ウエイト

審査項目及び審査基準 配点ウエイト

【Ⅰ】市民の平等な使用が確保されていること

・使用者の平等な使用の確保

（確保されない場

合は失格）

【Ⅱ】施設の効用を最大限発揮するものであること

・施設の設置目的との適合性

・使用者に対するサービスの向上

・使用促進、使用者増への取組み

・特産物販売所の運営への取組み

・その他新規、魅力的な提案の有無

・実現の可能性

４０点

【Ⅲ】施設の管理経費の縮減が図られるものであること

・当該施設の管理運営に係る市の経費

・実現の可能性

２５点

【Ⅳ】管理を安定して行う人的及び物的能力を有しており、又は確保で

きる見込みがあること

・人的能力（管理運営組織）

・物的能力

・応募者の安定性、信頼性

・実現の可能性

３０点

【Ⅴ】指定管理業務の実施を通じて地域へ貢献できる見込みがあること

・地域貢献

・障がい者雇用への取組

・子育て支援への取組

・ワーク・ライフ・バランス等の推進に関する取組

・実現の可能性

１５点

【Ⅵ】応募者の実績 応募団体により審

査の観点及び配点

が異なる。

現行指定管理者

・モニタリング結果

８点

現行指定管理者以外の応募団体

・類似施設の運営実績の有無

・実績やノウハウが施設管理運営に効果的か

５点

【Ⅶ】全般

・応募者の取組み姿勢

２５点

合計点数 現行指定管理者 １４３点

現行指定管理者以外の応募団体 １４０点



(3) 審査結果

審査結果は次表のとおりであり、株式会社大三島ものづくりを指定予定者として

選定した。

団体名 株式会社大三島ものづくり

審査基準Ⅰ 適正

審査基準Ⅱ 32 . 8点

審査基準Ⅲ 25 . 0点

審査基準Ⅳ 25 . 8点

審査基準Ⅴ 11 . 4点

審査基準Ⅵ 5. 0点

審査基準Ⅶ 23 . 0点

合 計 12 3 . 0点

○審査基準Ⅰについては、適正と評価された。

○審査基準Ⅱについては、応募者が長年培った本施設の管理運営ノウハウをベ

ースに地元生産者の受け皿として地場産品販売の大きなマーケットになっ

ており、地域おこし協力隊等との連携を強化するなど、使用者のニーズに対

応しようとする姿勢が評価された。

○審査基準Ⅲについては、指定管理料上限額（10,000千円 (５年間)）以内であり、

適正と認められた。

（指定管理料基準額（５年間） 株式会社大三島ものづくり 10,000千円）

○審査基準Ⅳについては、限られた人員で年中無休という営業体制の確立を図

るとともに、コロナ禍での経営努力や地元地域からの信頼感に対する期待値

の高さが評価された。

○審査基準Ⅴについては、障がい者の作業所等で製作された製品の販売による

障がい者支援や、収益の一部を地元各種団体へ還元しようとする取組が評価

された。

○審査基準Ⅵについては、モニタリング結果が「Ｂ」であり、実績が十分にあ

ると認められた。

○審査基準Ⅶについては、移住者や地域おこし協力隊等との連携を充実させ、

地域に根差した本施設の運営が出来ており、またコロナ禍における地場産品

販売の強化のための各取組に関して、道の駅の管理運営に対する応募者の熱

意が評価された。

○以上、提案された事業計画書等を審査し総合的な評価をした結果、施設の運

営が使用者の平等使用を確保できること、施設の効用を最大限発揮させると

ともに、その管理に係る経費の縮減が図られるものであること、施設の管理

を安定して行う人的能力及び物的能力を有するものであることを勘案し、施

設の設置目的を達成するために十分な能力を有していることが認められた

ため、当審議会は株式会社大三島ものづくりを指定予定者として選定した。



※ 点数は各委員の平均値

４ 指定期間 令和４年４月１日から令和９年３月３１日まで

また、審査の際に施設の管理運営について、下記の要望が出された。

○大三島地域内の連携だけでなく、瀬戸内海全域のハブとなる拠点づくりを期

待したい。

○人材育成の視点を持ち、また他の道の駅の先進的取組への学びを通して、ア

フターコロナを見据えた海外旅行者への意識や新しい販路拡大など、新たな

チャレンジへの投資に期待したい。

○アンケートのインターネット回答などの工夫で、広くニーズを拾うように努

め、使用者や出荷者等からの評価も定期的に受けて、よりよい運営に繋ぐこ

とを期待したい。


